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-開花季 節調査について
0神奈川の春はどこから来るか '86の中間報告
昨年に引き続いて今年も 4 月ラ ~7 日に県下一斉の開

花季節調査を行いました. 54名の会員の方が参加して下
さり， 204地点で記録を取ることができました.結果の整
理は湖南プロ ックのボランティアの方々にお願いし，基
本的な集計は終わっているのですが，開花指数の計算方
法や分布図への表示の仕方で迷っている点があり最終的
なまとめにはもう少し時間がかかりそうです.

中間報告としてオオジシパリ，カラスノエンドウ，ア
ケビ，モミジイチゴの4種類について開花状況を地図に
まとめてみました .この地図には各地点、でも っとも開花
の進んだ株の状態がプロ ットされています.昨年の調査
で明らかになった.三浦半島の春が早いという傾向が今
年の結果にもはっきりと現れてい ます

※調査参加者(順不同 ，敬称略)
森百合子 ・諏訪哲夫 -北川淑子 ・大森庄次 岩田実・大
場逮之・高橋秀男 武井尚・藤野知弘 蒔田かを る ・羽
野雅子・住吉静子-浜口哲一・斎藤溢子 -三輪符、子 守

矢淳一・佐々木あや子-樋田五百枝・山口育子 山本;明
・宅見啓 ・長岡何 小座間国雄 ・内藤美智子 ー校本平

早川|亮太 ・斎木技・大森雄j台-城川四郎 米山智恵子・
中村真子 勝山輝男 ・勝山恵美子-吉川アサ子・萩原恭
一-勝山智男 -黒沢一之・村上司郎 ・平松俊子・内田光
雄 -長谷川義人・西山清治 ・鈴木慶司・八回羽栄一 ・谷
恵子・松岡幸子-石渡宏 -浜中義治 ー石渡治ー ・鈴木一
喜-サークルいそぎく-鈴木美恵子。石井藤太郎・大前
悦宏

0継続的な植物季節調査にとりくんでいる方へ
4月から有志の方に，それぞれのフィ ール ドで開花や

結実の記録を取って頂いていますが，そろそろその結果
を全体で整理してみたいと思います.
野1限をなるべく早く下記までお送り下さい .手元でデ

ータの怒fll1をしている方は .どんな紙でも結摘ですか ら
下記のよ γな様式でまとめておいて下さると，大変動か
ります
なお年間jを通した調査でな くても.データは十分役に

立ちますので ー数日間の野帳でも是非お送り下さい.ま
た野i候グ)コ ピーを希望される1iはその旨書き添えて下さ

(浜口哲一)
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-湘南 ~ 県 西地区方面のシダ 調 査
その l

昨年の年末から今年の年始にかけて，県西地区の箱筏
巣.)11(畑宿付近)流域と奥湯河原の未採集精度のシダ
を，かつて何度となく訪れた記憶を頼りに探しに出かけ
た.
巣雲川淀域では，アオネカズラ・ヒロハヤプソテツを

砲犯し.絶滅してしまったと思っていたミe ドリカナワラ

ビも 2稼の幼箇をよう やく探しだし，偶然にもタニイヌ
ワラビの立派な 1株を発見することが出来た. また輿

湯河原では，アケジ)11蛇懸の滝上涜の谷を登り詰め，見
事に育ったミド リカナワラビの小群落，数か所に出会い，

かつてオオヒメワラビの大群落であった地点も. 2~3 
枚の業が残っていたので，その地を確認することが出来

た.しかし，一番目僚に していたタキミシダ-ヒメサジ
ラン・ IJラクサシダ等の貴重なシダのあったワサビ回は，
荒廃して跡形もなくなって しま ったのか.20数年の歳月

を経た今日では.遂にその場らしき跡さえ探し出すこと
が出来なかった .

その 2
今年度に入り ，日本シダの会々買である大磯町在住の

田中一雄氏より，一回目には湖南地区，二回目には県西
・県北地区の未採集と思われるシダ様本，合わせて600枚
を越える多量の寄贈を受けた.
田中氏は，現在特に神奈川県西部の相模湾涜入の各河

川涜域毎のシダ植物を調査中で，精力的に各河川の流域

をくまなく歩き回っていられるので，今まで県内では確

認されていなかったり， また極めて稀なものまで含め未
採集品を多数提供して いただいた.

特に県西 ・県北地区では.今回の調査では未採集であ
ると思われるコパノイ シカグマ・タカオイノデ・ネッコ
イノデ・イヌイワヘゴ ・アイトキワトラノオ・イヌイワ

ヘゴ等をはじめ，稀atのイヌイワガネソウ・フモトカグ
マ・クジャクフモトシダ ・オオキジノオ・キジノオシダ

-トキワトラノオ ミヤコイヌワラ ビ ・フジオシダ・ハ
コネオオクジャク・ナガパノイタチシダ・コシダ等が含
まれ，各メッシュ 20~50積に及ぶ地加ぷりである.
1 . MIA-lではタニイヌワラビ ・コハシゴシダ・ ミドリベ
ニシダ・サイ ゴクベニシダ・フ ジオシダ等45種(内35種
は増加分)………以下( )内は増加分.
2. MIA-2では，オオキジノオ ・サイゴクベニシダ・ハコ

ネオオクジャク エンシュ ウベニシダ・ギフベニシダ等

41積(32種)

3. MIA-3では， ホソパイヌワラビ・ミドリベニシダ・オ
オヒメツラビ・ウラジロ等56種 ('1，5種)

4. YU-2では.オオキジノオ・キジノオシダ・タカオイ
ノデ サイゴクぺ二シダ ミドリベニシダなど62積(35
積)
5. MANでは，クジャクフモトシグ・フモトカグマ ・コハ
シゴシダ -コシダ等69種 (19種)

6. MATでは ，コパノイシカグマーメヤプソテツ・ホソパ
イヌワラビ・オシダ ・オオキヨズミシダ・ナガパノイタ

チシダームクゲシケシダ ・ミヤマク Jワラビ等54積(49 
種)

1. OD-1では，コシダ・コパノ イシカグマ ・オオキジノ
オ・ナガパノ イタチシダ・ミドリカナワラビ・サイ ゴク
ベニシダ・ギフベニシダ・アオハ リガネワラビ等81種(
51穫)

8. OD-4では，コウヤコケシノブ・コパノ イシカグマ ・

イヌイソヘゴ ・オオキジノオ-ミヤコヤプソテツ ・ミド
リベニシダ・サイゴクベ二シダ・ ネッコイノデ ・アイト
キワトラノオ・トキワトラノオ等101種(45種 )
9. YA-7では，オオキヨズミシダ・ギフベニシダ ・オオ
tメワラビ・ビロードシダ等38種(24種)

なお田中氏の手元には，まだ整理中の他メッ シュの穣
本が多数用意されているので，近日中には三国自の寄贈
が予定されている 平塚市 守矢淳一)

-新しいフィールドで

昭和60年11月に，機浜市金沢区から伊勢原市に越して

来たので.今年から湖南ブロ ックの仲間入りをさせてい
ただくことになった .既に伊勢原地区の1. 2. 3は，
守矢先生が担当なさり .ISE-l， 946点. ISE-2. 643点.
ISE-3. 732点の採集結果があげられていた .先生は他の
メッシュも担当されていらっしゃるので，その御努力に

は頭の下がる思いで，私など他地区からの転入者の出る
幕ではないと思った. しかし，折角，丹沢大山の麓の自
然に恵まれたフ ィールドに引っ越して来たのだからと，
大山の阿夫利神社下社までは，三回位は行っただろうか.

ほとんどがリ ストアップされていて，キクザキイチグ，
ミヤマネコノメ ，タチガシワ，オカスミレ位の成果で，
他にヌカボシソ ウ，トウゴクサパノオ，ユリワサビ， シ
コクハタザオ等も見られた.黄色の鮮やかなヒメレンゲ
の若手，オオギカズラの群生は見事であった.秋の花も見
に行きたいが，いずれまた訪れてみよう.住まいのある

ISE-2地区は水田が多く，果樹園もあり，西北部に若干丘
陵地が残って いるが，住宅が多くなってきたようだ.先
ず地図と にらめっこ，未採集のリストを作成，見当をつ
けて出かけても既に採集務みのものばかり，なかなか穴
を埋めるのは容易ではない.年聞の開花状況調査のフィ
ールドに選んだ高森の緑が丘公園付近と，東富岡のふじ
ゃま公国付近にはしばしば出かけたお陰で，ヒトリシズ
カの群落やキツネノカ ミソリの群生に出会い，キンラン，
ギンラン，エビネ，ウラシマソウ ，ムラサキマムシグサ，
ナットウグイ.ヒメミカンソウ.ツルニンジン ，シロパ
ナハンショウズル，ジャケツイバラ，キセワタ，トモエ
ソウ.メハジキ (一部重綾)等が得られた .

横浜の金沢区に比べて一年足らずの観察の結果は，
n
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1 .水田の植物
ウキクサ類，アゼテンツキ，ミズガヤツリ ，イヌホ

タルイ，オモダカ，コナギ，ヒルムシロ ，ミソハギ，ホ
ソパヒメミソハギ，ムラサキサギゴケ.ミゾカクシ，コ
オニタビラコ等が普通に見られる.
2.珍しい植物としては.イヌクグ，ヤドリギ，ツルド

クダミ等の収穫があり，オドリ コソウの群落や，オトコ

ヨモギがどこにでもあるのは意外に感じた.
3.帰化植物もご多分にもれず入り 込んでいるが，土地

が広々としているので.ブタクサ.オオプタクサ，アレ

チウリ等が所嫌わず繁茂して いる様は，恐ろしいくらい
だ.しかし中には珍しいナガミヒナゲシ， ナヨクサフジ.
イヌカ ミツレ，ムカゴオオウシノケグサ等に出合い，マ
ルパルコウソウ等も可愛い赤い花をふりかざして大繁茂

していて，結構目を楽しませてく れる .
4.団地の芝生にも ，イネ科の植物と競争して，カヤツ
リグサ科のヒンジガヤツリを筆頭にコゴメ 3ヴヤツリ ，チ
ャガヤツリ .カヤツリグサ，ヒメクグ. テンツキ，ヒデ

リ:1等が生え，スミレとかチチコグサ等も生えていた.
5. 1985年3月の仮 fI録までは，横浜地区でケツユクサ
の項目は無かったが，既に湖南地区にはゾロリと出てい
る r:琶の外面に長白色のあるものをケツユクサと言ふ.

Jと図鑑に出ている.探してみたらあちこちに有る.他
地区にも，きっとあることと思われる.今後もツユクサ
に出会う度に，刊の毛を調べてみようと思う .

(伊勢原市 内政美知子)
新住所 〒259-11 伊勢原市高森 5-8-405

電話 0463-92-0291 



-エゾミソハギについて

昨年の冬，湖南植物誌の編集のために標本を見直して
いたところ，ミソハギの包の中に少し感じの遣うものを
みつけた.第一印象はちょっと毛っぽいかなと思ったの
だが.調べてみると.これはヱゾミソハギとすべきもの
であった.

ミソハギとの区別は容易で，棄の~都が広ま ってやや
茎を抱くこと，校 ・棄のへり・がくなどに毛状の突起が
多いこと，がくの付属片が長めで針状に直立することを
確かめればよい.

この2謀本は守矢先生が大磯町西小磯で採集されたもの
で，神奈川県下からは多分初記録と思われる .その後も
気にしていたのだが，今秋，平田寛重氏から同定を依頼
された中に，伊勢原市上粕屋産のエゾミソハギが見つか
った.案外広く分布しているものかもしれないので，皆
さんの注意をお願いしたい.

ところでミソハギそのものも神奈川県の水田地帯のは
自生と言えるのだろうか 畦遂の一角に数株がまとまっ

.て生えていることが多く，盆花として使うために植えら
れた場合が多いように思 う.ショウプ等と 同じ状況であ
る 植物誌刊行の擦にはその辺の事情にもぜひ筆をさい
ていきたい ものである浜口哲一 )

w 
エソミソハギ(京)とミソハギ(有)の葉とがく

• 0 D - 1で イ ヌ ノ フ グ リ 発 見

4月24日，湘南地区のメンバーで.小田原市風祭から
水之尾にかけて調査をした .前年の秋. 11)1 7日に同じ
メンバーで培之沢から繕ノ峰に登り.水之尾を通って風
祭に下りたが今回はそのコースと一部だぶることになる .

箱根登山鉄道の風祭で下車，凶立箱根療養所東側の抜
け道を登る.遅い桜の花見を楽しみつつ，前回は熔ノ絡
の頂上でドシャブリに会い，泥にまみれて下ったことを
思い，今日の汗ばむような好天に感謝する .

要採集種をメモした紙きれを頼りに，セイヨウタンポ
ポ，ヤプタビラコ，ヒメウズ，チドメグサ，ツメクサな
どを採集し，住宅地を抜け水之尾へ，犠ノ峰の登り口ま
での聞でイワガネゼンマイ，トウゴクシダ.ミツデウラ
ボシ，マダケ，メダケ，オカメザサ，ヒメカンスグ，ケ
スゲ，シラコスゲ，ミミガタテンナンショ ウ，ウラ シマ
ソウ，ツlレボ，キツネノカミソリ .ゴヨウアケビ，ヤマ
ネコノメソウ，アカネスミレなど採集.午後は ，リス ト
に不足している水田植物を探そうと，同じ道を少し引き
返し，小さな田んぼが階段状にまとまってある谷戸に入
る.タガラシ，ムシクサなど普通のものが未採集である.
皆で目を血にして探してムシクサをやっと一本見つける.

タガラシは無し 土地の方に湿田の有無をたずねると.
この辺にはもう無いとのこと残念だが諦めた.土手にカ
ントウタンポポと競って咲くオカオグルマが印象的だっ
た.10数本ずつ数カ所に見られた .イヌゴマ，アカミタ
ンポポも採集.

荻窪に通ずる広い道に出た所であった」と守矢先
生.イヌノフグリだ.ピンクの花も実もつけている .一
段高くなった畑のフェンスの下. 2m位の聞に 5~6 株
確認した .標本を守欠先生が，浜口さんは写真で記録.
山口さん，米山さんと私の 3人は初対面.今では図鑑で
しかお目にかかれない花と思っていたので婚しかった.
守矢先生は1949年頃平塚で，その後 2. 3年後に道子で，
最近では1984年京都でと今lせが4度目.浜口さんは20年
位前に千葉で見られたそうで2度目とのことであった.

ここでOD-1の調査を終え .交通量の多い道を小田原駅
へ.駅前でひと休みし .管で30余種採集を確認して解散
となった
参加者.守矢湾ー浜口1'fー米Jlj智恵子山口育子
三輪徳子 (茅ヶ崎市 三輪徳子)

-小田原市 入 生 田 に て

去る 4月，入生田 (OD-1)の

以前宮?瀕の林
の中で見たことのあるぺニシュスランを見つけました .
まだ花には早かったので，家に持ち帰り，鉢に植えて花
の咲くのを待って標本にし .県博へ提出しました .

その後どうなっているかと .9月12日，時折小mの降
る中を.再度見に行ってまいりました.

林の中ではハグロソウやキツネノマゴがピンクの.aを
沢山咲かせていましたし.ムカゴイ ラクサ，シュウブン

ソウ，ツルポ，ノプキ，ゲンノショウコなどの花が自に
つきました.

ぺニシュスランは健在で数株にt曽えていました 近
くにもっとあるのではないかと，まわりの林の中を少し
探してみましたが，見つかりませんでした.

涜れのそばには， メヤブソテツが数株ずっこす所
にあり， ミドリカナワラビ，アマクサ
シダ，ミツデウラポシ，コパノヒノキシダなどが見られ
ました.
その他当日採集した主なものは.へどノネゴザ，クリ

ハラン，イワガネゼンマイ ，ヒメミカンソウ，コミカン
ソウ，コケオトギリ，ハグロソウ，ハダカホオズキ.ダ
ンドボロギク ，ベニバナボロギク，ネジバナなどです.

(平塚市 山口育子)
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-湯河原地区の調査活動

大観山，繊山トンネル，城山を結ぶ稜線，更に城山の
稜織の先を海岸の湯河原高校に延長した線の西側がYU-l，
東側全域がYU-2である.
YU-lには温泉の湧出箇所が多く，温暖な気候と適度の

湿気がシダ類の生育に適し，その種類の豊富なことは周
知の通りである .

1984年度まではYU-lの担当者が定ま っておらず，また
YU-2においても女性一名のみ.従って塁の調査が主とな

り，植物の宝庫を抱えながら ，気を祭むばかりであった
ところが1985年5月より平塚博物館の浜口先生，シダの
大家，守矢先生および湖南地区のベテラ ン調査員，斎木.
斎藤，三輸，山口様逮の積極的調査により急速に進展し
た.私も昨年夏より同行させていただき，また本年度は
内蔵様も加わり心強いことである
1985年12月22日には県博の合同調査がYU-l不動の滝付

近の積物と藤木川l分涜域におけるシダを対象に行われた.
ちなみに現在までシダ類はYU-l約95種， YU-2約96種が採
集されており， YU-lには尚50種以上の存在がメモされて
いる . (1986.9.20現在)
湯河原には2本の河川がある .YU-lの藤木)11(下涜で

千首長川!となる)とYU-2の新崎川である.以前は広範開に
国間も存在していたが.東海道新幹線工事の排出土で時
めたてられたり .また残りも昭和40年代初期にはすっか
り姿を消してしまった.それでも，もと田園跡にヒデリ
コ，タマガヤツリ等を見かけ.その生命力の強いのに感
激したものである.新崎川の河口近くの中測にはオラ ン
ダガラシ，ミゾソパ，ヨシ等が繁茂している .
次ぎに最近の湯河原における調査例を記す.

A. YU-2 棟高500m付近の調査
時 :1685年9)H2日
所:鍛冶屋に演する白銀林道(犠高450~530m) 11.5 

km，明るい南向き斜面につけられた道.
参加者:浜口，斎木，三輪.山II，米山

この高さに見られた主な継物

13イヌシダ 18ヒメシダ.ミゾシダ 200ヒメIJマ，コ
ガマ 209ノガリヤス， オガルガヤ.コスズメガヤ.スズ
メノヒヱ，ハイヌメリ，メガルカヤ 209. 5ハコネダケ
212ヒメドコロ 220オオパギボウシ，ヤマユリ，コオニ
ユリ，ヤマホトトギス 303ネコヤナギ 306オオパヤシ
ャプシ 307クリ 309ヒメコウゾ 310ミズ，アオミズ
314カナビキソウ 319ネパリタデ，イタドリ 32ちフシグ
ロ 329フサザクラ 331イヌショウマ 345ダイコンソウ，
ヤマテリハノイ バラ，クサボケ，クマイチゴ，ニガイチ
ゴ，ヱビガライチゴ 346ヤブマメ，ジャケツイバラ，マ
ルパヤハズソ ウ，ハイメドハギ.マルパハギ 347タチフ
ウロ 351カラスザンショウ 360ヌルデ.ハゼ 365ホソ
エカエデ，ヱンコウカエデ，ウリハダカエデ 371サンカ
クヅル 373カラスノゴマ 376サルナシ 382コパノキブ
シ 383コガンピ，サクラガンピ 387ウリノキ 390ミズ
タマソウ 31アリノトウグサ 395ミシマサイコ ，オオチ
ドメ 396ヤマボウシ，ミズキ 410ヒイラギ，オカイボ
タ 41フジウツギ 415オ、ナシカズラ 419イヌトウパナ .
イヌコウジュ， セキヤノアキチョウジ，ヒキオコシ，キ
パナアキギリ，ツルニガクサ 420マルパノホロシ 421 
シオガマギク，コシオガマ，ヒキヨモギ 423ナンパンギ
セル 429エノシマオオバコ 431ツクパネウツギ 433オ
ミナエシ 435キカラスウリ 436ツルニンジン 438シラ
ヤマギク，ヤプタバコ，ガンクビソウ，ダンドボロギク.
カセンソウ，ヤマニガナ，マルパダケプキ，ハナヤクシ
ソウ，ハンゴンソウ，タムラソウ，コメナモ ミ，ハパヤ
マポクチ，リュウノウギク
他にハマエノコロ ×エノコログサを思わせるような姿

のエノコログサを見かけた.茎は遣っていないが穂はま
ん丸である.また三島に多く あるので名ずけられたと言
うミシマサイコの自生もかなりの個数を見かけた この
高い山道にコガマ ，ヒメガマの群生も意外であった .

B. YU-2 林床植物の調査
時:1986年ち月 29日
]好幕山浄水場入口(標高200m)よりしとどの惣(標

高450m)へ至る常緑樹，落葉樹混生の比較的暗い

道
参加者 守矢，斎木，内藤，三給.山口.米山

このコースの主な植物
12コウヤコケシノブ，ハイホラゴケ 13ハコネシダ

18ハカタシダ，キヨタキシダ，ハクモウイノデ，イノデ
モドキ Jハリガネワラビ 207コカナダモ 209タチカモ
ジグサ 210ヒメカンスゲ，ジュズスゲ，テキリスゲ，カ
ンスグ 219ナベワリ 220オモト 305オニグルミ 307 
イヌガシ 310ウワパミソウ，ヒ メウワパミソ ウ 316オ
トメアオイ 339ヤマハタザオ.オオパタネツケパナ 3 
43コアジサイ，ガクウツギ，ミヤマネコノメ 345マメサ。
クラ 346ジャケツイバラ 348ミヤマカターパミ 355シラ
キ 362ツリパナ 365チドリノキ 368ミヤマハハソ 3 
70クマヤナギ 380ナガパノスミレサイシン，コミヤマス
ミレ 395オカウコギ 396ハ Tイカダ 402ギンリョウソ
ウ 410ミヤマイボタ 412フデリンドウ 414キジョラン，
フナパラソウ 421ミゾホオズキ ，クワガタソウ 424イ
ワタバコ 430シロパナイナモリソウ 431コパノガマズ
ミ 433オトコエシ 438キッコウハグマ.ヒメヨモギ，

テパコモミジガサ
沢すじに30c皿{立に伸びた摂生業があり多分ポロギクで

あろうと，開花時徳本にと持ち帰った .8月20日頃開花.
オトコエシに化けていた.おかげで育ての楽しみと命名
の由来が勉強出来た.ぼろ菊?さにあらず.古代武具の
指物にソボロと言うのがあり，この竹細工の東に頭花が
似ていることによると言う.古人の発想は優雅であるが，
音感が気になる.今はサワギクと呼ばれているようだ.
また根生業がボロギクとオト コヱシとはよく 似ていると
の記載もあった. (原色日本植物図鑑)

昨年5月20日高山線より林中に賛花を見かけ，その鮮
やかな色が胸に焼き付いてからー今経った.今年の同じ
頃.湯本 (HAK-5)でJilr古]いにまた見かけた.ところが今
度は道端の践の前に咲いていたのである .ジャケツイバ
ラと教えていただく .茎には線が多くまた茎のt授が舵が
結ぼれたように見えることから名ずけられたと言う.帰
途の椿ライン(YU-I)の沢にも数カ所咲いていた.YU-l 
にはまだ線本は無いがとても入り鍵いような沢である.
c. YU-l 南部沢すじの調査
時:1986年6月26日
j舟 7/:築公麗I!S北部一倍(西山橋~従柿)
参加者:守矢，斎*"内藤，山 11.米山

出合った主な植物

2ヒカゲノカズラ 11コシダ 13マツザカシダ 18ホソ
パカナワラビ，リョウメンシダ，ニシキシダ，ハシゴシ
ダ，ミドリヒメワラビ，オニヤプソテツ 209アオカモジ
グサ 224ハナミョ ウガ 309ヒメコウゾ 310カタパヤプ
マオ .ナンバンカラムシ，アオミ ズ 316オオパウマノス
ズクサ 319アキノウナギツカミ，ギシギシ 334アオツ
ヅラフジ 339ミヤガラシ 341マルパマンオ、ングサ.メ
キシコマンネングサ，オカタイトゴメ 345リンポク，ヤ
マテリハノイバラ 3，(6マルパヤハズソウ 351カラスザ
ンショウ 405ミヤマタゴボウ 419アオジソ 421ミゾホ
オズキ 428ハエドクソウ 429へラオオバコ 430カギカ
ズラ 431ソクズ ，(36ヤマホタルプクロ 438ムラサキニ
ガナ，シュウプンソウ

目標のコシダと務にしか出合わないヒカゲノカズラを
林の緑に .またせせらぎの近くにはカギカズラ，リンボ
ク，ハナミョウガ等の暖地性植物が顔を繍えていた.
野外調査で思うことは.眼を閉じればそれぞれの積物

の生育地が浮かび，未知の植物との出会いの嬉しき，後
日参考書と首っぴきする烈しさ，分かった時の喜び，山
野や人間界に多くの知己を得，老いをも忘れさせてくれ
る索時らしきかな調査会なりと
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-雑木林を散策して
神奈川県植物誌の調査に参加 して.早いもので， 七年

になります.私の住む秦野の自然を四季折々の草木に目
を向けながら歩くことは，調査とは別に ，楽しみでもあ
ります.

秦野は.丹沢山塊の山足部に当たり，丘陵地には，雑
木林を散策する機会が.たやすく得られます そして ，

雑木杯といわれるコナラやクヌギなどの林を調べてみる
と，思いの他，沢山の草木を見ることができます.
O 雑木林に生育する植物の数
どれほどの種類の植物が雑木林といわれるコナラやク

ヌギ，シデなどの林で生育しているだろうか，調査地点
を決めて調べてみました.20田x20mの方形を決め，その
範囲内で見られる植物種をすべてリストアップするとい
う方法をとってみました.
秦野市内各地.20'"所での総出現種数は.285種の多数

にのぼる.平均出現種数は70積と多く，この全出現種数，

平均種数は ，他の若手落ー神社の森といわれる常緑樹林や
スギ，ヒノキの人工林と比較すると，かなり多くなって
います.担当した秦野4区でのFlora数500余種の実に半
数以上にのぼる種を雑木林の中で見ることができるとい
うわけです.
なぜ雑木林がこのように荷類数が多いのか，それは，

二次体である雑木林は，草J反から常緑林への遷移の途中
に位置し，落葉樹を中心としながらも，人の手の加わり
方により，一年生草本から多年生草本の草原要素や次期
の遷移段階の常緑樹林要素を合わせ持っているためと考
えられます.
0 生活Z砲の;利合
調査j した 207Jífrの雑木林の総出現殺殺を生活~\r(別に分け

てみると，常緑のJ衣木 9%.落葉樹30%.多年生野本51
%.一年生草本 7%.その他，針葉樹.ササ類 3%とい

う割合になっていました.意外にも，落葉樹林である雑
木林も，落葉樹の種類数は 3分の l以下ということにな
ります.
O 姿を消しつつある植物
草原要素と常緑樹林要素を合わせ持つ雑木林は，その

林床の植物も多く，早春から晩秋まで，次から次へと花
を開いていきます.

しかし象節をill!んでくれた花々の中には，次第にその
数を減らしていく積も少なくない.最近の野草ブームも
加わり，根こそぎ掘りとられてしまうものも見られます.
とりわけ，ランやユリの仲間は，繁殖力も低く，また.
芽生えより数年の後花を付けるものなので，最近ではす
っかり影をひそめてしま った.

もう一方の原因は，雑木林そのものが変化してきたた
めと考えることができます.それは.fj，、たちの生活変化
に伴い，雑木林の役割が変化してきていて，ー 10年~15年
ごとの切 り出しゃ秋の落葉かきなどの定期的な管理がさ
れず，低木が繁茂し，つる性の植物が繁り，薮状になっ
てきているため，草原性のオミナヱシやリンドウ，マツ

ムシソウなどは，自然と姿を消していく運命をたどって
います.

今回の207所の雑木林総出現種数280種の中には，以前
よく見かけたギンラン a エビネ，マツムシソ ウは，つい
に入ってきませんでした.

薪炭林等生活の有用林として位置してきた雑木林は今
日では，私たちの憩いの場にその役目を変えてきている.
四季折々の花を楽しませてくれるやすらき'の場をなんと
かこれからも残していきたいものです.

(秦野市佐々木あや子)

-辻堂海岸のマヤラン

国道134号線の南側のトベラ林床で. 1982午8月15日多
数のマヤランの咲きがらを確認.翌年咲いている所を見
たい為. 7月より度々見に行く .ちょっと奥まった所な

ので一人では行けないのであるが. 8月3日巾 1m余.
長さ 5~6mの帯状に 100本を超えるマヤランを見る . 太
陽光線も届かない沼崎い林床である.トベラの植殺され
ている所だが，こんな潮風の所でもマヤランは自然発生
なのであろうか.1985年は数はだいぶ減っていた .ごみ
があり，トベラの芽生えが多数で土もしまった感じであ
る.1986年咲いている頃をのがし. 8月10日見に行く .
もう咲き終わり，淡いグリーンの実をつけていて，咲き
遅れが2本ある.余りの減少ぶりに数をかぞえてみたら
貧弱な株ばかり 18本確認する.咲き終わりを見ると，本
年の地下系茎の前に昨年の，その先端に一昨年の花茎が

付いている田地下茎の先織に咲いたあとは，一歩づっ後

ずさりして咲いていくのだろうか.この様子だと来年は
見られるかどうか心配である.

私がマヤランを最初に見たのは1981年9月，知人の紹
介で，内田先生が飯山観音でマヤランを発見され写真を
撮りに行かれる時同行させてもらった折り，アズマネザ
サの根元から立ち上がる健康優良児のマヤランである.

辻堂海岸のマヤランとの出合いは，積物の好きな近所
の方とマヤランの写真を見て雑談した後日，砂防事務所
の方に周いたと教えてくださったものである.辻堂海岸
のマヤランは丈は少々こぶりか14cm位て‘色も余り鮮明で
なく貧弱だ.飯山観音のマヤラ ンは丈は20c圃{立で色も鮮
明であった茅ケi崎市 斎木操)

-デンジソウの移植
1986年8月7日，秦野市尾尻の回に生育しているデン

ジソウを，市内三?所に移植しました.区画整理の造成工
事を間近にひかえたため，真夏でしたが，市役所の環境
保全課に申し出たところ，移植することになったのです.

移植先は，次の所です.
O 今泉の養魚場敷地内の一角

ここは，尾尻の隣接地で池にはわき水があります.池
の縁と.隣地境の湿り気のある所に植え させても らいま
した. 9月21日に見に行きましたが，健在でした .
0渋沢の峠にある水田

耕作してない三角地で，すぐそばを清水が涜れ裡地に
なっていました.環境としては好適のように思えました
が，しかし何年か前に植えてみたというデンジソ ウが，
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小さな葉になってほんのごくわずかだけ残っている状態
だったのが気になりました .水気や日当たりのほかに，
何か条件があったのでしょうか.

O震生湖
西側の波打ち際の湿った所に植えました.季節により

水位が変わるのが気になりますが，人の足が入りにくい
と思われる場所を選ぴ植えてみました .8月31日に観察
したkきは ，健主1:て許した .
移植にあたっては，環境保全課の織員の方お二人と.

1長野自然研究会の高橋さんが労をと ってくださり，合計
4名で行いました 保全課では b 担当の諸星さん逮が，
市内の適地と思われる所を あらかじめ見回 ってくださっ
たそ うです .高橋さんには，暑い中にもかかわらず，話



を聞いて侠く作業に参加してくださいました.ただ，市
では，移纏後の維持管理には手を出せないと言われまし
た.なかなか，すっかり安心とはいかないようです.
忙しさに紛れていて，久しぶりに尾尻の田を見に行っ

た7月後半のある日，普からここに茂っていたヤナギの
木々やヨシなどが一面に切り倒されているのを見たとき
は，言葉では言い表せないほどのショックでした.いず
れは造成されると分かっていても，目の前がいざこ う一
変してしまうときあ大変だ!Jといった感じで，い
たたまれなくなりました.話題にのぼっていたデンジソ
ウについては，どうなっているのか，まず区画整理事務
所に行ってみました.埋蔵文化財等に対しては，配慮す
るように予算化されているが，植物類については全く無
く，このデンジソウがあることも初耳だとのことでした
私の方が繁きました.実際の埋め立て工事は. 9月にな
ったら着手するとのこと.話しは丁寧に聞いてください
ましたが，結局は「管鰭外なので一存でどうすることも
できない.移植のため待つよう通達があれば，その位な
ら…. Jとのことでした.
次ぎに，環境保全課に行きました .理解してもらえる

ようにと，次の物を用意して行きました.
1.デンジソウの解説の写し・……・・牧野図鑑，保育社図

鑑より
2.県博発行の神奈川の自然誌資料に載ったデンジソウ

の記事の写し
3.現地での生育の様子の写真…*葉が眠っている
ように閉じている夜の状態のもの

*棄が開いている朝
の状態のものなど

4. 61年3月発行の植物毒事分布地図の写し
神奈川の中でも貴重になっているデンジソウの生育地

が市内にあるが，そこが9月には埋め立てられるので，
その前に守る手だてをとって欲しいことを話しました .
実際には，移植を考えるということで，やはり丁寧に話
を聞いていただけたことは，婚しいことでした

移植についての注意や場所について，植物誌の浜口さ
λ，守矢先生，自然保護センターの方，もと 秦野教育研
究所長相原先生から，ご指導いただきま した.
環境が適していれば，デンジソウは案外強い植物らし

いとのこと.七沢自然保護センターでは，今年は見事に
茂っているそうです.移植したデンジソウが，元気に線
付くことを願います.

さて. 9月19日.尾尻の回についに機械の手が入り，
一帯がみな鋸り返されて回の姿は失せ，デンジソウもこ
の地から消えました. 同時に，他のあらゆる動植物も土
にまぜかえされました .子供の時から馴染んできたふる
さとがなくなってしまったような寂しい気がしています
そこに立って見ていると，開発のためとはいえ，大変な
ことを人聞がしているような複雑な気持ちが，せまって
きます.無数の命のことを考えてしまいます.
今回のことを通して，守りたいものは，はっきりと意、

志を伝えに行かなければ，形になってあらわれないのだ
と，改めて思いました.

自然を大切にしたいと思う気持ちを行政の中で生かす
機構が，これからの社会に必要なのだろうとも思いまし
た目各部署で個人的に気持ちはあっても，体制の中で生
きなければ，反映がおくれます.自然を貴重なものとし
て接する意識が.社会の中に必要だし，これからだんだ
ん定着していくのではないかと，考えたりしました.
尾尻の中に新しく生まれるこカ所の公園に地域の自然

が反映され，子供遣が自然とふれあえる空間になって欲
しい，デンジソウもまたその一酉で生育できるようにな
ったらと，その実現を願っているこの頃です.
植物誌の会員となって. 7年目になりました.いつも .

大したお手伝いはできなかったけれど， この尾尻の聞に
観察採集にしげしげと通いながら，自然の移り変わりと，
時の涜れをみてきたような思いがします…….

(秦野市住吉静子)

-茅ヶ崎自 然に親しむ会のこと

自然に興味を持つ人が集まって茅ヶ崎の自然を見つめ
ようと r茅ヶ崎自然に親しむ会 Jが発足し，丸二年を
迎えようとしています.
~ヶ崎市北部丘陵にある清水谷戸，妙伝寺輿の谷戸，

萩園相撲川河川敷，柳島相模川河口の困地点を観察場所
と決め観察を進めてきました.そんな中で，妙伝寺奥の
谷戸は，一回の観察だけで，廃棄物終末処理場になって
消えて行きました.

一方清水谷戸は，北西を奥として東南に向いて関口し
た谷戸で，北・西・爾の三方を丘陵で図まれ中央部は低
地になっています.奥には消水が涌いており，その水が
中央官官の低地を湿地にしています.雑木林，杉・ヒノキ
・サワラ林，湿地，埋立地と非常にバラエティーに富んだ
環境を持ち，豊富な生物を守り育てているこの谷戸を最
良の観察場所として，定期観察をはじめました .
会員の中から私達の観察活動を，トヨタ財団の「身近

な環境をみつめよう」の研究コンクールに応募してはと
の声があり.縮め切り間近の一月に書類を送りま Lた.
三月末.予備調査研究チームとして応募数百四十チーム
の中から二十チームが採用され，そのなかに選ばれまし
た.この二十チームの中から.予備期間中の調査研究の
成果とこれからの取り組み方を審査して本研究チームに
選ばれ，コンクールに入賞ということになります.
予備研究に選ばれた私達は四月から八月の五ヶ月の間，

積物を中心に予備調査をすることにしました.
1 .谷戸の植物のリストア ップ
2.樹木地図作り
3.谷戸の断面積生調査

ー184-

4.写真鍋最多とスケッチ
5.植物区画調査
6 水温.調査
7.聞き取りによる谷戸の普の復元
以上の項目を挙げ観察をいたしました.
調査の結果を簡単に述べますと，植物種のリストアッ

プの調査は，谷戸を環境の異なる場所六?所に分け，すベ
ての種類を調べてその中の帰化植物の種類を数えて帰化
率を出しました.次の表の通りです.

場所 植物種 帰化種 帰化率

w 南向き斜面 170種 8種 4. 7 

水 Jヒ向き斜面 177 G 3.4 

~司、ー 奥部 184 1 1 5.9 

戸 tJ斗す7ラ植林地 77 7 9 

内 低湿地 97 1 0 1 O. 3 

埋立地 148 22 14. 9 

茅ヶ崎市全体 985 219 22. 2 

茅ヶ崎市山側 843 168 19. 9 

谷戸全体 307 32 10. 4 



谷戸内は.~ヶ崎全体，茅ヶ崎の山側と比べても帰化
植物が少なく，優占率は低く自然が残っていることが分
かりました.植物の区画調査も同じような結果が出まし

た.調査はこれからも続けますので，積は縫えます.こ

の谷戸だけで，茅ヶ崎の山側の植物の半数が見られるの
ではないかと思われます.ZF;ヶ崎では珍しい積も何種か
確認しています.

帯状断面植生調査は，谷戸を機断するように，南側の

高い所から北側の高い所までロープを張り渡し.ロープ
に沿って植物種を調べました ，この調査でも環境に依つ

ての積物種の違いなどが分かりました .この調査方法は
もう一歩深める必要があると思います

樹木地図作りは，スギ，ヒノキ，サワラ，タブノキ，

シラカシ，ク ヌギ，コナラ，エノキ，ムクノキ，ケヤキ，

ミズキ，クマノミズキを谷戸の白地図の上に.一本残ら

ず，太さを計りながら落として行きました

日当りの良い南向き斜面にはク ヌギ，コナラを植え，

谷戸の奥，北向き斜面には，ヒノキ，サワラを，またス

ギは境木にして いることが分かり，タプノキ，シラカシ

は幼木が育っているのに反し，クヌギ， ・コナラ類は若木

が少なく，雑木林が放置され，照葉樹の林になりつつあ
るように思われました.

その他記録写真，土地の古老に依る谷戸についての聞
き書き.水温調査などの結果を元に予備研究のまとめを

作り，これからは他の谷戸の観察も行い，比較しながら.

;J!に清水谷戸の生物相の観察も深め，できることならい

つまでも .市民のオアシスとして .自然観察の場として
残せるようにしたいとの願いをこめて八月三十一日の予
備研究発表の場に望みましたが，どのような審判が下さ
れるか，十一月の発表を待っています

しかしコンクールに入賞する ，しないは男IJとして ，一
つの小さ い地域について短い期間内にこれだけの調査を

したことは大変勉強になりました.小.中，高生，社会
人，家庭の主婦と 巾の広い構成メン八ーが，一つになづ
て調査をしました

また私逮のグループには専門家が一人もおらず， 植物

担当のものは神奈川県植物誌調査会で勉強させて頂い犬、

三輪斎木，斎藤の三名が中心に会員の皆さんの協力ぎ

得て行いました 専門家の方が見れば欠点だらけの調査

でもっと良い方法があったかも知れません.試行錯誤を

重ねながらですが，これからも続けて行きたいと思って

います.それから，この素晴らしい自然をどのようにし
たら，守って行けるかも，真剣に考えて行きたいと管で

話し合っております茅ヶ崎市 斎藤溢子)

• r湘南植物誌」について
湖南プロ 、y クの調査結果~;tとめた「湖南梢物誌 l の

第2号と して都弁花縞が発行されてい支寸 n 外布関 t.t.r
lま1号と同 じ形式ですが. ;t: v.-t;tワープロになっかの(i

少しイメージが変わりましわ 。 入手そ希望され ~芦 t;t 1 0 

00同を従えて下記へお申し込み下さいの

干2S4 平塚市湾問町 12-41 平塚市1毒物館 浜口あて

R7a~月 tこは量生平苓およひーシゲ椅物品原が発行される予貨

です。

3.ケンボナシ Hover、ia dulcis Thunb， 

山地，丘陵地に生える落葉高木.高地を除 〈全犠に広〈分布するが，少ない.葉の裏面は脈上にまばらに毛

があり，花序や果実は無毛. 6-7月にi語録色の花をつける.コヲサギ!!!葉序をレている.

大井:83・6・11赤園山口10258; 小3:83，6・2i召代ム浜口10248; 察 2:83，8・8蓑毛守矢10247;

集q， :79・6，1柳川佐々木10254; 秦 5:82・6，2西大竹住吉10257; 伊 1:82・5・19子易守矢10256;

伊 3:79・7・l善波×守矢10250; 平 1:79・7・12土屋X浜口10253; 大破 :80ーか24高度守矢10249;

茅 1:79・7・29芹沢X樋図 10252: 麗 1:84・7・29周回×複本・早川10243; 麗 2:82・7'13石JiI皆本10245;

麗 3:84・7，21川名×銀本15450;

~ .ケケンポナシ H， lomenle 11 a Naka i 

前種によ〈似た落葉高木で，葉の裏lまn.色の毛が密生してビロード状で，花序や果実も有毛.葉の鋸歯は低

い.数例lei葺されたが拘で，人家近 くなので.逸出 した ものかも しれなl'.前福岡係.果柄が肥J!".して甘い.

中井 :83・10，27鴨沢三輸10244; 秦 5:80'10・19尾尻住吉10251; 平 3:83'10・11南原浜口10246;

一
4争 鑓・

ケンポナシ f 

ケケンポナシノ

- オールクリア寸前

以前本誌に浜口さんが湖南ブロックの全メッシュから

記録された(オールクリア)の種を挙げられたことがあ
ります.植物誌のデータもかなり充実Lてきて，全メッ

シュが比較できるよ うになってきました.そこで出現回

数の多い種類をひろいだしてみました， 108のメッシ

ュのうち，箱根-3は芦ノ湖ですので， 107メッシュ
から記録されれば， オールクリアと認められます 現在

イタドリが 106メッシュから記録され，オールクリア
寸前となっています.以下出現メッシュ数の多いものを
挙げておきます.

106 :イ7ドリ

105 : tマグワ.ウiY'.7'/ .ムラサキ主キ7'.オオ1¥"J.ニ7トコ， 7キ
104・ミス'者，がマス'ミ

103 :イJ.7ラt". ̂̂与， tンニンゾ7.711ポ.λミレ，ヨそ奇 .)Jン~"? ?イTザミ
102 : λ有ーナ. Â'メ);りt"'7. ホウチャ?ソウ，ザ，~トリイハ 7.ミ7ハ"77t'曾 方マ7

h.モミ〆イヲ7・.'1 ンオ y ョウJ ワサギ，へ?ソ~A " 7 
101 ・トポ '1&'1.ミス町 t者.ウト E ミ7ハ • tイヨウタンホ.;j;' 

100 : '1 〆"，.Y 1ゲ.iJモY1サ.イ)7デ .1'1ニグサ， 1ロアメ?if.iルウメモ
ドネマユミ.Jl ドウ， 7方手， 7干子守λ..，~，ハ，~主-l' Y ， イ 7ニがす. t?主ゾウ
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-ァイノコ ク マ ワ ラ ビ に つ い て

アイノコクマワラビはクマワラビの雑種で，比較的で
きやすく両親種の混生地には大抵見つけることができる.
本県でも各地から報告があり，証拠の標本が得られてい
る.
アイノコクマワラビは両親種の形質を，いろいろな割

合で受け継ぎ.従ってその表現もさまざまで，非常にわ
かりやすい繰から.わかりにくいタイプまでがある.一
般的には雑種強勢で大形になることが多い.業面の色は
表裏とも両親種の中間からややオクマワラビに近い色を
示す.羽片，裂片はオクマワラビ的で，それにクマワラ
ビの最多響がさまざまに現れてくる.鱗片の形・色は中聞
のものが多く，ソーラスのつき方はオクマワラビ的でソ
ーラスのついた羽片は縮小しないか，やや絡む.胞子は
異常である.

以上のように，アイノコクマワラビはどちらかという
とオクマワラビに近い形のものが多いが，一方オクマワ
ラビは変化箆囲が大きく，一見アイノコクマワラビと思
われるような株もあり，胞子を観察しないと安心できな
いような場合もある.従って，雑種の研究にはいろいろ
な面からの慎重な検討が必要になってくる. 以下.参
考までにアイノコクマワラビがどのようにして研究され
てきたかを年代順に示しておく .
1. 1939年伊藤洋大日 本 植 物 誌 ウラボシ科オシダ

亜科 1 
アイノコクマワラビの新和名をクマワラビの新品種

として示した (Dryopteri5lacera O. Kuntze var. 
typica H. 1to for皿. inter皿ediaH.1to)オクマワラビ
に大分似ているとしているが，雑種とはいっていない.
タイプ徳本は示されていないが，著者等が検討の結果，
東大にある伊藤洋採集の徳本 (1931.8. 8.高知県土佐山
村)をそれに当てた.

2. 1952年桧 山 庫三 ポタニカルノート(17) 野草
18巻 6号
武蔵野に両親種の雑種があることを示し，和名にク

マワラビモドキを提唱した .
3. 1954年 杉本順一 ・大村敏朗 静岡県シダ植物目録

の追加 日本シダの会会報 l巻13号
野外観察の結果アイノコクマワラビ=クマワラビ×

オクマワラビ(間積)であることを示した.
4. 1959年 田川基二原色日本羊歯植物図鑑

羽片・小羽片の形がクマワラビに似たオクマワラビ
のー型であろうとした .

5. 1961年 行 方 沼東 ・倉田悟 日本産シダ植物総B録
クマワラビとオクマワラビの中間的なものとした .

学名は Dryopterislacera (Thunb.) O.Kuntze form. 
inter・ediaH. 1toを使用.

6. 1966年杉本順一 日本草本組物総検索誌 シダ植
物篇
間種(クマワラビ×オクマワラビ)とし，学名はD

ryopteris laceraXD. uniformisを使用.
7. 1967年 KunioMitui Cytological and taxonom-
ical studies on ferns (2). Dryopteris lacera and 
D.unifor田is. Journ. Jap. Bot.. 42:28-32. 

染色体，胞子，気孔等を調べ，クマワラビが2倍体.

オクマワラビが4倍体，アイノコクマワラ ビが 3倍休
で.これらは肉質倍数性の関係にあ るとし. 3者の形
態的差異は葉輸の鱗片の色と剰によくあらわれるとし

た
8. 1968年大谷茂 神奈川県の羊歯植物(3 )横須賀

市博物館研究報告 16 
横浜 三浦・鎌倉・丹沢・ 山北等の産地を示し，同

補遺(1976)で産地の追加と学名の変更をおこなった.
9. 1969年 HarukiHirabayashi Chro田oso田enumbe-
rs in Japanense species of Dryopteris(3). Journ 
. Jap. Bot. .44:85-96. 
東京八王子市思方産の株を使用して染色体を観察し，

アイノコクマワラ ビが2n=123の雑種であることを示し

た.
1 O. 1970年 中池敏之 シダ雑種の索引

学名にDryopterislaceraxD. unifor田isを使用した .
1 1. 1971年 ShunsukeSerizawa Taxonomical not-
es on Asian ferns (3) • Journ. Jap. Bot.. 46: 16-22. 

東京八王子市南高尾の複窪沢で自身が採集した篠本
(日0.1906.June 1966)をタイプとして記載し，分布域
として本州・ 四国ー九州を示した 学名をDryopteris
X mi tui i Serizawaとし，以後この学名が一般に使用さ
れている.タイプ標本は国立科学博物館の穣本庫にあ

り，大変認識しやすい形である.
1 2. 1974年 HarukiHirabayashi Cytogeographic 5t 

ーudieson Dryopteris of Japan. 
両親種と共に染色体のスケッチ並びに分布図を示し，

分布型が添えられている.
1 3. 1975年 ToshiyukiNakaike Enu圃eratioPterido 
-phytarum Japonicarum Filicales 

これまでの論文が列挙されており，分布は本州のみ

があがっている.
1 4. 1978年大井次三郎-中池敏之 日本纏物誌 シ

ダ篇
分布域として本州(関東地方以西) 四国 ・九州が

あが勺ている .
1 5. 1982年 中池敏之新日本積物市シダ篇

生態として両親の混生する場所にそうまれではない
ことを示している 分布は向上.

1 6. 1983年山本明植物観察小記野草 49巻 3号
野外観察によりアイノコクマワラビのさまざまな裂

についてのべている .
1 7. 1985年 山本明・畑中暮秋 ・中池敏之 神奈川県

厚木市上荻野におけるアイノコクマワラビの分類学
的研究 国立科学博物館研究報告B類(植物学) • 
1l: 19-32. 
3者の混生地で葉の展開の様子，業形，羽片.裂片，

鱗片，胞子，気孔の形態等について一連の観察を行い
新知見を述べると共に，タイプ穣本の検討もおこなっ
た 山本 明 )

-事務局から

去る 12月20日に開かれた役員会で，縞物誌刊行の
おおよそのところが固まってまいりました .
刊行の期日 1988年3月中旬
原稿締切 1 987年 9月末
体裁 : A 4!J!1J 1000頁内外

すでにイノデ属，カナワラビ属，オシダ属，イグサ科，
トウダイグサ科.キブシ科.ヤブコウジ科.アカネ科な
どの原稿が出来上がっております.2月くらいに城川先

生に シソ科をおまとめいただき，本印刷jと同じような形
式で印刷し皆様におとどけしたいと考えております

また年度末のチェックリストは昨年に引きつずき分布

図集の双子葉類を予定しております.
前号から本誌を植物誌と同じ A4判にいたしました.

すこし大き過ぎて本欄に入らないとの声も頂いておりま

す，御意見お寄せ下さい.
本号は湖南プロックに編集していただきました
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